
当院における注射用抗生剤の使用状況について

高野美智子朋子鈴江鎌田ひづる

薬剤部小松島赤十字病院

要旨

近年、感染症治療に使用した抗生剤に対する耐性菌の出現と、それらの耐性菌による院内感染が問題にな っている。

これらの問題を考えるうえで、抗生剤の使用状況を把握することは、適正使用の面からも必要であり、 重要であると思

われる。今回、当院における注射用抗生剤の使用状況を調査した結果を報告する。

キーワード:耐性菌、院内感染、適正使用
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セフ ァメジン 1g， 2 gキ ッ卜 (CEZ)・アミカシ ン

100mg， 200mg (AMK)・チエナム0.5g(IPM/CS)・

ブロア ク 卜1g (CPR)・ファーストシン 1g 

(CZOP)・ミノマイシン100mg(MINO)・シオマリ

ン1g (LMOX)・ケニセフ 1g (CDZM)・メロペ

ン0.5g (MEPM)・エクサシン200mg (ISP)・パ

ンコマイシン 0.5g (VCM)・カルベニン 0.5g 

(PAPM/BP)・であ った。

また、 年聞を通 して使用量の変化が少ないものは、

パンスポリン [武田] ・フルマリン [シオノギ] ・ホ

ス ミシン[明治]・アミカ シン [万有] ・チエナム [万

有]・フ ァースト シン [武田]であ った。 (Table5 ) 
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平成 8年11月より 3ヶ月 毎(平成 9年 2月・ 平成

9年 5月・ 平成 9年 8月)に調査 した。各 1ヶ月間の

入院注射筆の中から抗生剤のあるものを抜き出し、 診

療科別に抗生剤の使用量(パイアルまたはアンプル数)

を調査 した。調査結果のうち、使用量の少ない

診療科と抗生剤は省略した。当院採用の注射用

抗生剤は Table1のとおりである。

抗生剤の適正使用の参考とするために、 注射用抗生

斉IJの使用状況を調査 した。
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4ヶ月を平均してみると、 診療科別使用量は

多い順に、循環器科・内科・呼吸器科・ 整形外

科 ・外科 ・脳神経外科 ・耳鼻咽喉科-産婦人科

・小児科・泌尿器科・形成外科・眼科であった。

(Table 4) 

抗生剤別使用量は多い順に、 パンスポリン

1 g (CTM)・スルペラゾ ン 1g (SBT /CPZ) 

.フルマリン 1g (FMOX)・ペ ン トシリン

1 g (PIPC)・ダラシンS600mg(CLDM)・モ

ダシン1g (CAZ)・ホス ミシ ン2g (FOM)・ (抗ガン剤 ・V'L*i!;核楽は除く )
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注射用抗生剤の総使用量と注射筆

枚数の変化を見比べてみる と、ほぼ

連動している。 ただ 2月だけは、 注

射筆枚数の伸び以上に抗生剤の使用

量が伸びている。そこで、特に 2月

の使用量が他の月に比べて多いもの

をみてみると、スルペラゾン、ブロ

アクト、ダラシンSで、 これらは、

呼吸器科領域で繁用されるものであ

る。これはこの時期に、肺炎等の呼

吸器系疾患が多かっ たためであろう

と思われる。また、使用量の伸びが

注射筆枚数の伸びを上回ったのは、

重症例が多かっ たためと考えられ

る。 CTable2・Table3)

また、各診療科における抗生剤の

使用比率 CTable6 )を見てみる

と、ほとんどの診療科が 3 ~ 5 種類

で、全体使用量の 7~ 8害IJを占めて

いるO

第一選択薬は、内科 ・呼吸器科以

外では、パンスポ リンかフルマ リン

のどちらかである。

注射筆枚数の推移

H8.11 H9目 2 H9.5 H9.8 

内科 479 609 739 654 

呼吸器科 263 408 335 401 

小児科 1 27 1 80 212 99 

外科 396 407 835 454 

脳外科 338 306 454 287 

循環器科 1 050 1 069 941 808 

整形外科 351 389 441 496 

耳鼻科 225 338 359 3 6 6 

眼科 96 74 1 00 76 

産婦人科 279 257 287 327 

泌尿器科 1 1 9 1 59 1 1 4 1 80 

形成外科 111 78 87 1 23 

Z十 3834 4274 4904 4271 
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察考

同年11月、同年2月、H9年5月、 H9年8月における注射用抗生物質使用量(V)

H. 8. 11. H.9. 2. H.9. 5 H目 9.8. 

PIPC 421 589 970 808 

CEZ 455 624 712 216 

CMZ 34 36 。 65 

CTM 1 87 3 1 924 2072 21 61 

FMOX 929 912 1 026 1 207 

CAZ 1 22 699 686 660 

CDZM 339 46 294 6 0 

SBT/CPZ 1 1 26 1 386 808 793 

LMOX 289 1 01 349 1 68 

CZOP 328 257 278 398 

CPR 372 503 206 416 

IPM/CS 324 450 364 371 

PAPM/BP 37 97 9 3 1 8 

MEPM 1 25 215 208 148 

AMK 368 433 436 350 

ISP 64 1 1 6 1 24 1 48 

VCM 1 8 99 184 24 

M I NO 1 0 1 295 268 368 

CLDM 472 884 654 422 

FOM 594 508 539 453 

言十 8391 10174 10271 9254 
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Table 3 

O 

H8.11. 

(v) 
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とめ

第一選択薬は、第 2世代セフェム

系抗生剤がほとんどであり、

種類で 7~8 害IJを 占めていることを

考えると、まずは適正使用されてい

ると思われる。 ただ、 使用量の多い

科では、使用薬剤の種類も多く、

13~18種類にも及んでいるので、も

う少し使用種類を減らしてもいいの

ではないかと考える。

今後も定期的に調査を続ける予定

である。

この調査が、抗生剤の適正使用と

院内感染防止のための一助になれば

幸いである。

3 ~ 5 

ま
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Table 4.診療科別 1か月平均使用量 (V)同年11月、 H9年間、 H9年5月、同年8月の平均

E会療科 循環 内科 呼吸 整形 外科 脳外 耳鼻 産婦 小児 泌尿 形成 眼科

ペントシリン 1g 155 293 61 36 17 51 2 49 。5 。。
セファメジン19，29 28 45 95 43 69 193 。2 。15 。
パンスポリン 1g 743 45 g 342 378 230 125 4 。90 。。
フルマリン 1g 55 14 10 100 41 18 205 82 111 61 116 66 

モダシン 1g 327 5 。22 。29 144 。2 。。
ケニセフ 1g 126 46 。 11 。。。。。。。
スルペラゾン 1g 47 237 416 20 84 53 102 6 。。。。
シオマリン 1g 。14 23 。141 3 。29 。。。70 

ファーストシン 1g 。58 57 。35 17 。107 。25 18 。
ブロアクト 1g 4 97 210 。4 41 。。19 。。。
チエナム O. 5 g 17 66 34 115 50 。27 18 。。22 

カルベニン O.5 g 4 27 22 。。8 。。。。。。
メロペン O. 5 g 7 89 39 。12 。。。。22 6 。
アミカシン100，200 12 36 188 15 33 71 。15 。19 4 

エクサシン200mg 。24 19 62 7 。。。。。。
/{ンコマイシン0.59 8 41 20 4 7 。。。。 。
ミノマイシン100mg 23 42 57 32 19 60 。26 。 。。
ダラシン S6 0 Omg 61 176 215 13 7 6 3 。110 2 。
ホスミシンS2g 208 57 35 62 。53 23 3 34 27 11 7 

計 1825 1377 1367 1018 913 773 588 468 292 235 186 

5 各抗生剤の使用量の推移Table 
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Table 6. 各診療料における注射用抗生物質月平均使用料 (V)の比率
(H 8.11 月~ H 9. 8月)

Injectable Antibiotics Use in Our Hospital 

Hizuru KAMADA， Tomol王oSUZUE， Michiko MANNO 

Divison of Dispensary， Komatushima Red Cross Hospital 

Recently， the appearance of resistant microbes against the antibiotics used for infectious diseases and the 

hospital acquired infection with the resistant microbes have turned into problems. To consider the 

problems， it would be important to grasp the conditions of the use of antibiotics， and it would also be 

necessary from a standpoint of proper use In this report we have investigated the use of injectable 

antibiotics in our hospital and the results will be presented. 

Keywords: resistant microbe; hospital acquired infection proper use. 
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